






















































本稿では、TaKaRa Bradford Protein Assay Kit
(ブラッドフォード試薬およびタンパク質溶液、タカラ
魚類の血漿タンパク質の定量実験について
Quantification of plasma protein in fishes






A practical way of sampling fish blood and quantifying protein is proposed for use as teaching
 
material for junior and senior high school biology classes. In addition, the efficacy and areas for
 
improvement are discussed based on a trial lesson in a junior high school using our original worksheet
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図５ 標準色列の例
スタンダード(各100μL)に、ブラッドフォード溶液(各
５mL)を入れ反応させた。タンパク質濃度は、左から０、
100、200、…1000μg/mLまで100μg/mLずつ高くなってい
る。
１時間目(0～50分)
魚から採血する。
採血した血液の一部(数滴)を用い、血球観察用のプ
レパラートを作製する。
残りの血液を遠心し、血漿と血球に分離する。
(３、４時間目が後日になる場合は、血漿と魚を冷凍
保存する)
２時間目(50～100分)
プレパラートの血球を観察する。
ピペットの使い方を学ぶ。
３時間目(100～150分)
血漿タンパク質を定量する。
４時間目(150～200分)
(魚を冷凍保存した場合は、授業の数時間前に冷凍
庫から出して室温で解凍する)
外部形態の観察後、解剖して内部形態の観察をす
る。
図６ 授業計画の例
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